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川中島平及びその周辺地方の
アクセント分布とその準移
－3モーラ名詞を中心に－
馬　瀬　良・雄
Ⅰ　は　じ　め　に
小論は本学紀要19所収「川中島平及びその周辺地方のアク七ソト分布とその推移－2－モーラ名詞を中
心に－」（以下「報告I」と称する）の統意で，3モーラ名詞を中心に見ていく。
（9
調査地域及び地点は図0の通りだが，それらの詳細，調査法などは報告Ⅰに譲る。
①
小論で述べるのは穂苅調査票の3モーラ名詞24語である。これらの語を含む文を作り話者に読んでも
③
らい，その語が付属語とともに作るアクセソト節に現
われるアクセソトの塾を観察記録した。紙面の関係で
調査語だけを次に掲げる。
Q）
もみじ・涙・めがね・油・薬・狐・雀・雲雀・兎・
背中・螢・卵・火箸・たすき・小麦・姿・着物・あく
び・きゅうり・お酒・花火・長野・枕・柱
Ⅰ　分布と推移
分布では老年層の分布をもとに蔑つかの旗型に分け
た。そしてその分布から，さらに少年層の分布との関
連から推移を考察した。
もみじ・涙・めがね　老年層で全域ほとんど同じ型
◎
を示す語が3語ある。「もみじ」「扉」「めがね」である
（A17参照）。この3語はいずれもほとんど全地点○
●○○という型を示し，他には●〇〇〇が「もみじ」
①モーラや品詞を目印に分けたのは主として小論の枚数を考慮に入れてのことである。
②調査地点はことし薯干地点を補ったが，その地点はこの地図には記入されていない。なお，後記参照。
⑧報告Ⅰの後記参照。
④席液は，厳密にはアクセソトは語ではなくアク七ソト節にようて定まると考える（「新しいアクセソト
観と長野県万雷アクセソトの体系」本学紀要16）が，慣習に従いこの表現を用いる。
⑤共通アク七ソトは3詔とも●〇〇〇。
－　58－
で6地点，「涙」で5地点，「めがね」で3地点（「めがね」では他に○●●●が2地点）認められるに
過ぎず，これらは継まった分布風域を持たず，数個所に偶発的に観察されたとでも言えそうな状態にあ
る。
老年層のほとんど同じ陳向の分布から，少年層でもこれらの語は同じ推移を見せそうな予想を与え
る。だが，少年層の分布は語ごとに異なった趨向を見せる（B17a，B17b，B17C）。
－59　－
「もみじ」では●〇〇〇の始頭がめざましく，掛こ北の長野市を中心にこの勢力は強く，平野部にも幾
つかの頸高迫の島暁が見られるが，東南の上田及びその周辺には認められない。しかしこの趨勢が続け
ば，調査地域全域が東商塾で塗り漁されるのもそう遠い将来ではあるまい。
「涙」は「もみじ」に比べると¢〇〇〇の増加は少ないが，長野fl了を中心としての頭高型の勢力は侮り
難く，周辺への放射も薯干認められるところから，やがて「もみじ」同様この地域全域に●〇〇〇の虻
がるだろう未来が予想される。
「めがね」はどうか。長野やその周辺に0000が認められるが，今のところは大した勢力でない。
だが，この分布の様式から確巽に，そして明瞭にe〇〇〇の胎動を読み取ることができる。「もみじ」
「扉」に続き，ある時間的距離をおいてe〇〇〇がこの地方に広がり君臨するだもう。ただ，西南の東
筑摩郡に属する地域に見られる○●●骨は新しい勢力だが，この型が共通アクセソトでなく，松本地方
の主流アクセソトでもないことを考えると，今後の伸展はあまり望申ないと思う。
なぜ「もみじ」だけ共通アクセソト化が進むかと言えは，この語が主として小学入学以後覚えること
ばであり，教師やラジオ・テレビなどを通して学ぶ機会の多い語だという点を挙げたい。
①　②　　ォ・ミ　　サカイ
油・薬・狐　西南部肺統村・坂井村に属する地域と残る地域と大きく対立するのがこの3語で，型の
⑧
対立は○●○○／○●●●によって表わされる。糾かに見ると分布は各語とも異なり，「狐」では西南部
①長野市の幼稚園での殿近の言語調査の折，この3散も調査したが，「もみじ」はほとんどの園児が答え
られなかった。
②先日ある会の席で，一人の教師が「もみじ」は盲ミ汐と教えなくても在来のモTジで良いと患うがと
発言した。その教師に「涙」「めがね」の共通アクセソトを尋ねたところ知らなかった。こんな点に一教習による形静を私は考えたい。
③共通アク七ソトは3帯とも○○●○。
－60－
で他の2語に比べ○○⑳⑳の地点が多い。
これは他の2二語は松本地方でも○鬱00で
あるのに対し，「狐」は松木地方で〇〇〇
●であることが影響していると思われる。
2モーヲ名詞「声」でも認められたこと
だが，この分布の型は少年層にも比俊的
変化を蒙ることなく受け継がれる。しかし
僅かずつながら3語とも○⑳◎◎が増加し
ているのは，LL「なみで距てられ，その属す
文化圏も異なるが，主として川中島平から
の影響と′考えられよう（ただ「狐」では松
本方面から・の形響も認めねばならない）。
なお「たすき」の分布が一見「油」など
の分布と似ているが，「善光寺平調査」によ
①
川中島平及び
その周辺地方
の言語調査
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ってその周辺部の分布を考慮すると，次の　－
「雀」などの分布に関連して述べた方が良いので，ここでは述べない。
雀・雲雀・兎・背中；蛍・卵・火箸・たすき　「雀」から「背中」に至る話語は皆西南部から西部山
②
（∋報告Ⅰの後記参照。
（9共通アク七ソトは「雀」～「背中」の各語では○○●●，「螢」〇〇〇〇，「卵」○●○○，「火箸」●
〇〇〇，「たすき」○静⑳○～○働鬱e。
－61▼－
?㌍?〜??．??
地へかけて頭筒型の分布が見られ，、残りの・
地域の平板型と対立する（A19a，A191））。
はかのことばで言えば東と酉と対立する語
であり，また言い換えれば山間部と平野部
とで対立する語とも言える。むろん細かに
見れば分布は語ごとに異なるが，それらは
園の語るに任せよう。
園で頭高塾が肯く平板型が新しいもので
あることは，、前者が山間部にいわば蟄伏さ
せられた状態匿あることから容易に推定さ
れる。一方「青光寺平調査」の資料を参照
すると，この調査地域に続く東北部に（語
によっては東部にも）やはり所高塾の分布
を見るところから，古くは長野市を含め平
野部一帯を●〇〇〇が覆っていたと推定さ
れる。この点，先の「油・薬・狐」と異なる。
少年周での顕高型の後退は当然予想されるところだが，事案「雀」では頭高型の地点は1地点もなく
なり，他の語でも1′〉2地点の頭高塾を持つに過ぎなくなる（B19）。平野部から山間部へ退却につぐ
退却を余儀なくされたこれら話語の頭高型は，山地においても遂に完全に殊滅されるか，あるいはその・
「寸前にあると言える。
－－62－
｢蛮｣はとうか(A20)o老イ1･･)･?'.1の分和は｢堆｣ ～ ｢背中｣の分布とよく似ているo Lたがって少年層
では上の話語同様頭高型は一掃されると思いきや,逆に勢力を盛り返し,増強されそうな形勢にある｡
とは言え, L叩洞的こ囲据していた頭高型が自力で勢力を挽回し,平野部への復帰に成功したとは考えら
れないr,もう1度A20を見て欲しい｡長野市に数地点散見する頭高型に注目しよう｡ちょっと見落とし
勝ちなこの頭高型こそ古い頭高型に代わり.続いて起こった平板型に代わり,少年層で平野部に拡がる
頭高型の鯛芽であり,新しく起こった頭高型は,一時は｢雀｣などの話語と同じく没落しようとしてい
た山間部の頭高型に支援を与えているのだ｡ここでは頭高型>平板型>頭高型という隆替をしているの
であって,こうしたA>B>Aという刊の繰り返しはすでに2モーラ名詞｢泡｣などにも見られたこと
でもあり,再述ほ避ける｡
それにしても｢雀｣などの一一姓の語で頭高型が一様に衰滅していく中にあって, ｢僚｣だけはなぜそれ
らと運命を同じくしなかったか(つ　それは｢雀｣などの共通7クセントが平板型であるのに｢紫｣は頭高
判であり,童謡｢ほたる来い｣や小学PPJ歌｢ほたる｣などで, ｢糞｣という語が頭高型で歌われている
ことも,伯拷問掛こ新しい頭高型の桁頭に影響を与えていはすまいかと思うo
｢質｣の分布と推移とある頒似を見せるのが｢卵｣である(A21)o　西南部及び西部山地には○●○○
が分布し,一方平野部にもこの型は点在する｡ lll問部の○●○○の分布の濃さも,平野部のその数も,
｢質｣の楓倒叫こまきり, ｢麓｣の●000/○●●●に対し,これは○●○○/○●●●と型の対立
も異なるが,両語とも分布の性質はよく似ているL ｢撒｣でとfF層の話者の年令を少し若くしたなら,
｢卵｣の分布と似た姿を示しはしないかと思われる}
果たして少1rJJ･,,I.Trでは平野部に○●00が増加し. ｢肇｣ E'll]様A>B>Aの汽!J.o繰り返しを行なう(B
21)し､新しく起こったA (○eOO)がやがてこの地域に優勢を誇るだろうが,再びB (○●●●)が
起こって歴史が繰り返されるか,あるいは第三のC (例
えば○◎◎○など)が発生し新勢力となるかは,にわか
には決め難い｡
やはり｢麓｣の//)布とある意味で似ているのが｢火
箸｣だ(A22)0 eOOOが西南部と西部山地に分布す
る一方,長野市や平野部にも僅かながら認められるo平
野部と山地の頭高型とが出自を異にすることは吉うまで
もないo ｢蛍｣の分布と異なる点は平野部の中央以北に
Oee●が点在していることだ｡と言ってもこのg_J_は)=i.
野に中心を持っておらず,勢力拡張は望めない｡
少年層では｢額｣の場分と同じように,しかし｢蛍｣ほ
どではないが,頭高型が増加している(B22)｡平野部の
平板型はほとんど消滅しようとしているが,長野Trfの○
●●○は平地を始めとしてその西方山地の一部でも若干
地点に現われている｡ 〇〇〇〇は今後さらに勢力の拡張
Ll･
を図るだろうが, ○●●●がいかなる推移を見せるかは今のところ予測できない｡
｢たすき｣の分布(A23)を見ると,西南部対残りの地域という点で｢油｣などの分布と似ている｡
だが,型の対立が●〇〇〇/○●●●という点が｢油｣などの○●○○/○●●●と異なり, ｢雀｣な
①西部山地3地点中2地点が,長野市合併彼市街地′卜中学校通学区となったことも考えべきだろう0
-64-
どと同様である。さらに「章光寺調査」の資料で「たす
き」の周辺の分布を見ると，西部一帯に頭高型が分布
し，たとえば長野市の西部山地のすぐ酉，七二金村には
頭高型が分布しているほか，東北部にも僅かだが頸高型
が認められる－これらを考えると「雀」などと同類の分
布と考えられるので，ここで説明した。
少年層では頭高塾は西南部と西部に僅かに残ってはい
るが∴辣勢は覆うべくもない（B23）。だが「雀」などと異
なる点は，老年層でほとんど罷められなかった○●●○
が現われてきたことで，この型があるいはこの地方の主
勢力となる将来を掴むかも知れない。
①
小麦　西南部・西部・上田／残りの地域という地域的
②
対立を示し，塾の対立は○●○○／○●●●によって表
わされる（A24）。
少年層では○●○○の地域は多かれ少なかれ○●●●
の侵入を許している（B24）。この中，西部は平野からの影響を受け易く，また上田も一方では自己の
領域を押し拡げる中心となることもあるが，他方長野に中心のある勢力の南下のような場合はそれを食
（∋その為には「たすき」の共通アクセソ†が○●●○～○●●●である点は何等障樟とならないが，衣
生活の変化はこの語を廃幣とするかもしれない。
②共通アク七ソトは○●●○。
－65－
い止めることができないことが多いところからみて，当然の成り行きと考えられる。｛西南部地域妃主と
してその北部に○●●●が現われ姶軌平野部の影響をそこに読み取ることができるが，松本地方のこ
の語のアクセソトが○●○○である点を考えると，将来○●●●がさらに南下できるかどうかという点
になると，そうすることが松本文化圏の中核への接近を意味するだけに，そこに新たに00⑳宙が生ま
れない限り，それは難しいと思われる。
姿・着物　この2語はほぼ北部と南部の二大対立からなる語である。と言っても，2語ともたとえば
①
「音」や「革」のようにきれいに南北が対立しているのではない（報告Ⅰ参偲）。
「姿」から見よう（A25）。一口に言って北部の●〇〇〇と南部の○●○○の対立だが，〇〇〇〇は西
南部やそれに続く西部（長野市の西部山地は除く）ではほぼ完全な姿で自己の封土を守っているが，平
野部では●〇〇〇の南下を陸ぎ切れず，諸処その侵略を許している。東南上田一帯に拡がる⑳〇〇〇
は，北部からの南下をいち早く受け入れ，自らが●〇〇〇の小拠点の中心と串り，周辺へ向かって勢力
の拡張を行ないつつある姿であろう。
このように考えると，この国から少なくとも北は，西から兼へ流れる犀川の線までは以前○⑳○○が
分布していたと推定される。西南部に2地点に認められる●〇〇〇は，松本地方でも苦い世代で頭高塾
が優勢になっていることを考え合わせるならば，それがどこからの影響のもとに生まれたものであれ，
次の世代を担うアク七ソトの新芽と見ることができよう。
少年層の囲（B25）と比校して欲しい。全域頭高型の圧する所となり，中高塾の絶対優勢を誇った西
南部山地も，それは3地点に余喘を保つに過ぎない。報告Ⅰで述べた2富－ラ名詞「寺」や「神」ほど
でないにしろ，その変化の早さには驚かされる。
①共通アクセソトは「姿」が●〇〇〇，「着物」が○●●●。
－66一・
次に「着物」（A26）。そこには目立たないがある償向
①
が読み取られる。北部では○○⑳ゆが優勢を占め，南部
ではどちらかというと○⑳○○が優勢である。
で，少年層ではどうか（B26）。北部の00●●が南
下し，〇〇〇〇の中に地歩を築いていく（西南部では，
川中島平からの影響も無視できないが，〇〇〇〇の北上
といった方がより適切であろう）。これらは当然考えられ
た所だが，一万〇〇〇〇の勢力の優勢だった北部では，
再び○●○○が現われ始めた。ここでも型の繰り返しが
あく㌔分布は大きく分ければ，西南部／上田／残。
の地域という三つの対立からなる（A27）。
西南部で圧倒的に多いのは〇〇〇〇で，少数の他の諸
型も行なわれる。このうち○ee●はそれが上田方面か
らの影響によるものであれ，あるいは松本方面からの放
射によるものであれ，松本地方の型が〇〇〇〇であるので少年層での増加は当然予想される。上田方面
①今までの地図はすべて塗り放し方式を採ったが，この語は少年層でかなり分布は複雑なので，地点ご
とにスタソプをおす方式を用いた。以下の地図でも分布の複雑なものはこの方式によった。ただし老
年層と少年層とで丙方式を混ずることは避けた。
②共通7クセソトは〇〇〇〇。
－67－
ではもっぱら○●●●が行なわれ，残りの地域では○●
●○が匪勢だ。だが，長野市からその周辺にかけて●〇
〇〇があり，また主として長野市を中心に○●○○が見
られ，これらの周辺への進出が予想される。
少年層ではどうか（B27）。西南部では○●●鯵の進
出は当然予想されたところだったが，一方老年層で認め
られた○⑳○○は1例残らず消失している。上田方面で
は00◎⑳の領域はやや後退するが，自己の領域粧他型
の侵入は許していない。
この両地域を除く残りの地域では，順当に〇〇〇〇と
0000が周辺に伸びている一万，老年層で北部で1例
しか認められなかった00⑳⑳が，長野とその南の平野
部を中心忙新たに登場し，こ由地方では四つの型が入り
乱れ混沌とした様相を呈する。宋来園を措くならば，北
部に新しく発生した○●●●が平野部の主導権を振り，
上田方面・西南部の同型と結び，調査全域を○●●●で彩ることも充分考えられる。
きゅうり　一瞥したところでは明確な分布領域を持たないような感じを与えるが，よく見ると北の主
閲
として長野市街地と南の上田にそれぞれの〇〇〇の中心を持ち，両中心から周辺への放射が見られる
①共通アクセソ†は●〇〇〇。
－68－
（A28）。西南部の〇〇〇〇も新しい勢力であることは言
うまでもない。
少年層に移ろう（B28）。頸商型の分布の拡大は予想さ
れたことだが，それにしてもこれはあまりに急速な変化
だ。この急変を解く鍵として，老年層に多い［kiuri］か
ら少年層に多い［kju‥ri］への音韻変化を見逃してほな
るまい。そこにはこの地域の老年層で欠けていた／ju／軸
の獲得が前提となるが，これに拍車をかけたものとして
歴史的かなづかい「きうり」の現代かたづかい「きゅう
り」への変化が一役担っていると思う。つまり老年層で
はこの歴史的かなづかいの下に「木・瓜」なる語源意識
の支えを持っていたのだ。
お酒　この語も一見一定の分布がなさそうに見える
心
が，よく見るとある分布らしきものが浮かぶ（A29）。す
なわち長野平担部・上田・西南部／残りの地域という分
布対立である。まず長野市街地を中心とする一帯と上田一帯が○●●●だが，このうち前者は特に周辺
に対する影響力が大きく，東南の上田を中心とする○●●●も長野市街地という後楯を持つ限りにおい
て，平野部の○●○○の南下を受け付けることはあるまい。また西南部は松本地方でのアクセソトが○
①共通アクセソトは○●●●。
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●●●であることから見て，少数派たる〇〇〇〇は早晩消失の運命にある。
少年層に移る（B29）。長野・上田・西南部の〇〇〇●は順当な伸びを見せ，川中島平の〇〇〇〇は
南北から○●●●のいわば挟み打ちに会った恰好で，ここでも○◎⑳⑳が増加しつつある。この地域全
体が平板型一色で塗り渡されるのもそう遠い将来ではあるまい。
穂苅調査票の項目にはないが，「尊光寺平調査」では「お米」がこれとよく似た分布・推移を示す。
花火　長野市（山地を除く）と西南部に〇〇〇〇があり，残りの地域の○●○○と対立する。こうし
①
た対立を示す語は3モーラ名詞の調査簿の中には他にないが，動詞では「はいる」など2～3の語にこ
れと疑似の分布が見られる。
長野市とその南の平野部の頭高塾が新しいものであることは富うまでもない。一方西南郡山埠の●〇
〇〇は暮光寺平調査によれば，この地域に続く南部に頭高型が分布しているところから見てやはり新し
いものであろう。1個所ではあるが認められる○●○○は，松本地方でこの語の塾が平板型であるとこ
ろから，その影響だろうと思われる。してみると●〇〇〇の拡がる前は，調査全域が〇〇〇〇であった
時代が推定される。
少年層に移る（B30）。●〇〇〇は順調に伸び，特に長野市から周辺への放射は著しい。西南部で老
年層に1個所しか認められなかった○●●●が4個所に増えているのは松木地方のアクセソトの影響が
さらに現われたものと言えるが，しかしながらこの平板型が今後も漸増するかどうかは疑問だ。松本の
苦い田代で従来の○●●●に代わり新たに●〇〇〇が現われている現状では。
長野　地名のアクセソトについて最近鏡味明某氏「分布による地名のアクセソ1、の考察」（日本方言
②
①共通アクセソトは●〇〇〇。
②共通アク七ソトは●〇〇〇。
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研究会第2回研究発表会，1965年11月）の発表があった。氏は，現地音で平板・尾高塾で発音される地
名のアクセソトが遠隔になるほど起伏塾，特に萌高塾で発音されるという点匹つき，何枚かの分布図に
よりその正しいことを立証し，語ごとの型の分布を明らかにした。そして「長野」についても言及し，
分布図は示していないが，ナガノ→ナ育ノ→テガノの3億の分布をすると言われる。
では「長野」はこの調査地域ではどのような分布を示すか（A31）。北部では○●●⑳が長野を中心
としてその周辺の地域一細かに言うと，犀川を踵てた川中島町と更北村のそれぞれ長野寄りの地域，市
の東に横たわる若軋町と松代町の長野寄りの地域一に分布する。それに続く南部が○●●○の地域だ。
これには篠ノ井市を中心とし，川中島町・更北村・松代町（それぞれ長野寄りの地域を除く），信更村
などが属す。これは南北の両中心に挟まれた平野部の北部の小中心篠ノ井市の経済圏にはいる地域だ。
さらにほは更埴市から南が全域〇〇〇〇である。
（D
このように「長野」は北からほは○○●●／○●●○／○●○○という3層の分布を示すが，各ブロ
ック内にも他の塾が往往認められる。
少年層（B31）では，まず老年層にはほとんどなかった頸高塾が，長野市にかなり現われたのを始
め，他の地域でも散発的ながら認められる。これが共通アクセソトの影響であることは言うまでもな
い。
次に顕著な事典は〇〇〇〇と〇〇〇〇の南下である。特に前者は○●●○の地域を越えてその先鋒
は上圧伴侶ヒ部に達し，西南部にもかなり進出している。○●●○の勢力も侮り難く，自己の封土を守
①ほぼ更埴市から帝は東信全域〇〇〇〇。また中借（北部を除く）・南信全域が○●○○。一方長野市
から北部は全域○◎○○，それと接する新渦県でもかなり広い地域にわたり○●●●を示すが，それ
らの詳細については稿を改めたい。
－71－
るとともに，南部へ向かって○●●◎ほどではないが進出している。
（D
長野市では平板型の勢力がまだ強いが，前述の顕高塾の旭にも，○●●○，〇〇〇〇の諸塾も勢力を
持ち始めている。恐らくこの4型が鏑を削る争いの結果は，共通アクセント0000の勝利となるであ
ろう。そしてさらに北部で勝利を収めた頭高型は各地に鋒起する同迫と結びあい，全調査地域を自己の
色で塗り放すであろう。
枕・柱「長野」がほぼ3層の分布を示したのに対し，これは4層の分布対立から成る。「枕」（A32）
②
を見ると東北部長野市の一部を中心とする○●●●，その周辺に●〇〇〇，さらにその外延に〇〇〇
〇，そしてほぼ上山田・戸倉町の線から南に○●○○が分布している。「柱」（A33）に日を移すと，東
北部から○●●●／●〇〇〇／○●●○／○●○○という塾の塩焼の配列だけでなく，各塾の分布領域
も－むろん細部にわたって多少の差はあるが－，巨視的に見ると同語はよく似ている。
こうした老年層の分布から少年層では○●●●が●〇〇〇の地域へ，●〇〇〇が○●○○の地域へ，
そして○●●○が○●○○の地域へそれぞれ影響を与えることが予想される。事襲少年層ではこの予想
はある程度襲書きされる（B32・B33）。むろん細かに見ればその推移は両語で差はある。「櫨」の方が頭
高塾の勢力の南部への浸透が強く，ほとんど○●●○の分布を越えて○●○○の分布の中へ食いこもう
としているのに対し，「枕」では頭高塾の伸長は「柱」に比べて著しくなく∴ここではむしろ○●●○
の○●○○の地域へ進出がめざましい，長野平坦部の両語の頭高型を比校すると，「枕」の方が「柱」
に比して萌高塾の残存が大きい，また西南部を見ると，両語とも平野部からの影響を受けているが，
①なぜ○●●○が00eeの侵入をあまり許していないかという点では，一つの理由として，この間塾
は○●○○や特に●〇〇〇と比べてアクセソトがそれほど適っている印象を与えないという軍僻もあ
るのではなかろうか。
②共通アクセソトは「枕」が●〇〇〇，「柱」が〇〇〇●。
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「枕」では専ら○●00の影響であるのに対し，「柱」ではそれに加うるに●〇〇〇の影響を受けている
など。
だが，一方長野市街地を中心として○○●○が新たに起こり，周辺の○●●○に支援を送っているこ
とに注意する必要がある。両語とも犀川以南の平野北東部の0000の領域匿○●○○が増えているの
ほこうした背景によるものと解してよいだろう。
Ⅲ　終　わ　り　に
以上3モーラ名詞のアクセソト分布とその推移を調査各語にわたり考察してきた。各語とも分布は異
なり－それも年代層によって異なるが－，今老年層の地図によって見ると，次の11種類の分布の塾に分
叛することができた。1）全地点ほとんど同じ型を示すもの（「もみじ」「涙」「めがね」）。2）西南部／残
る地域（「油」「薬」「狐」）。3）西南部・西部／残る地畷（「雀」「雲雀」「兎」「背中」；「螢」「卵」「火箸」
「たすき」）。4）西南部・西部・上田／残る地域（「小麦」）。5）北部／南部（「姿」「着物」）。6）西南部／上
田／残りの地域（「あくび」）。7）長野・上田／残りの地域（「きゅうり」）8）長野・西南部・上田／残り
の地域（「お酒」）9）長野・西南部／残りの地域（「花火」）。10）長野を中心にほぼ3層の分布を示すもの
（「長野」）。11）長野を中心に4層の分布を示すもの（「枕」「柱」）。
もちろんアクセソトが他の言語現象と同じく不断に変化の波を蒙っていることは論を供たない。した
がって老年層の分布図をもとに行なったこの分摂も，刻刻推移するアクセソトの塾の1時点での分布を
捉えたものであり，これが少年層にそのままあてはまるものでないことは，Ⅰ分布及び推移の草によっ
ても，明らかであろう。中には2）の分塀匿属する語のように少年層までかなり安定した姿でその分布
対立が引き継がれていくものもあるが，多くは，たとえば，3）の分類に属する語「雀」「雲雀」「兎」「背
中」などは－老年層ではそこに分演される語が最も多かったにもかかわらず－少年層では1）に分類さ
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れ，「雀」のごときは「全地点同じ塾を示すもの」という新しい分類を作るなど，老年層で所属した分娩
の所を替えたり，または新しい分旗を白からつくっている。
そして3tモーヲ名詞の分布が2モーラ名詞一般と異なる点の一つとして，老年・少年両層とも分布の
複雑さがあげられる。その大きな理由として，3モーラ名詞が2・モーラ名詞に比し，型の種煩が多くな
り，それだけ多くの可変性を争んでいることが挙げられる。
さらに，－これは2モーラ名詞でも同様に認められたことだが一一般に少年層の分布が老年層に比較
して複雑となり一見雑然として錯綜した様相を皇するものが多かった。この最も大きな理由は，生活共
同体の変化にあると思う。老年層はその言語形成期を，政治・経済・文化などあらゆる方面で今の少年
層とは比故にならぬほど単純な，均質でかつ小さな，さらに静的な生活共同体の中で過ごしてきた。こ
れに対し少年層は行政・経済などの広域化に伴ない，老年層に比べ，非常に複雑な，大きいがゆえに非
均質な，外部からの影響を容易に受け入れる，そして動的な生活共同体の中に生活している。こうした
両者の生活共同体の違いが，そのまま，彼等の言語形成に大きく直接・間接に作用し，両者の分布の適
いとなって現われたのであろう。
西南部を除き，政治・経済・文化などの中心長野市の言語センターとしての役割は大きく一　アクセソ
トでもその影響力の強いことは非常なものであったが，このことは2モーヲ名詞にも同様見られたこと
であった。一方南の中心上田は長野市方言という後楯を持たぬ限り，独力でその版図を拡げることはで
きず∴往往川中島平からの他勢力の南下をこはみ切れずにその侵入を許し，「あくび」「小安」のような
場乱共通アクセソト化に遊行する場合も見られた。
開一方共通アクセソ†の影響はないかと言えば，明らかに共通アクセソトの影響と見られるものも2～
3ある（たとえば「もみじ」「長野」など）。それをキャッチするのは長野市衝地がもっとも早く，そこ
を中継地ないし拠点としない限り，各地で散発的に起こった，あるいは偶発的に起こった共通アクセソ
トの新芽は，伸長しえないと思われる。
3モーラ名詞のアクセソトの塾の檻類は2モーラ名詞に比して1聴妖多いとはいえ4饗叛に過ぎな
い。そこで2モーラ名詞に認められたA＞B＞Aという塾の繰り返しはここでも見られた（たとえば
「卵」「着物」など）。
語によって変化の速いもの（たとえば「もみじ」「姿」「きゅうり」など）と変化の緩かなもの（たと
えば「油」「薬」「小変」など）とあるが，このうち前者については晋親変化などによって説明のつくも
のと，また明らかに共通語の影響と見られるものが多い。
次稿で動詞・形容詞その他の分布及び推移を述べ，最後にアクセソトによるこの地方の方言区画を示
したい。
〔後記〕報告Ⅰの後記にも副、たように，小論の資料爾穂苅寮代子氏の調査資料と馬瀬の「拳光寺平
調査」の資料とから成る（調査地点の分担など細部にわたってほ報告Ⅰ参娘）。したがって今回も報告
Ⅰと同じく穂苅氏との共同執筆という形で逓めようと意周したが，種種の事情で果たすことができなか
①長野市方言を後楯に持っ場合には周辺への放射を宿する中心となる。たとえば「お酒」の場合を見
よ。
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った。なお分布図作製には氏から大変ご協力いただいた。
本稿では未調査地点老年層9地点少年層17地点を補った。この調査の大部分は信州大学教育学部学
生滝沢換氏に負っている（また，氏には分布図作製にも協力していただいた）が，一部地点は本学学生
堀内郁子氏にお供いした。
終わりにこの調査にご協力いただいた多くの話者の方方，話者のお世話を取った関係当局の方々，そ
して上記の穂苅喜代子氏を始めとする滝沢漁民・堀内都子氏の3氏に心からお礼申し上げる。
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